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第
77
回
通
常
総
会
は
、
各
支
店
に
合
計

３
０
０
名
の
出
席
要
請
を
し
、
２
２
９
名
の

出
席
と
６
１
７
名
の
委
任
状
出
席
を
得
て

開
催
を
し
ま
し
た
。（
正
組
合
員
と
は
別
に
、

准
組
合
員
の
出
席
者
は
１
１
５
名
）
会
場
は
、

昨
年
同
様
山
形
テ
ル
サ
の
「
テ
ル
サ
ホ
ー

ル
」
と
し
、
逸
見
副
組
合
長
が
開
会
の
挨
拶

と
Ｊ
Ａ
綱
領
を
読
み
上
げ
て
開
始
。

　

は
じ
め
に
、
大
山
組
合
長
よ
り
出
席
さ
れ

た
組
合
員
へ
御
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
令

和
６
年
度
の
事
業
活
動
の
概
要
と
、
さ
ら
に

は
生
産
資
材
や
食
料
品
の
高
騰
な
ど
物
価

高
の
状
況
の
中
、
組
合
員
・
利
用
者
皆
さ
ま

の
協
同
の
成
果
に
よ
り
昨
年
の
総
会
で
決

議
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
を
上

回
っ
て
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
の

報
告
を
行
っ
た
。

　

剰
余
金
処
分
に
つ
い
て
は
、
環
境
変
化
に

対
応
す
る
た
め
の
「
経
営
基
盤
強
化
積
立

金
」１
億
円
、
店
舗
体
制
維
持
に
備
え
る
た

め
の
「
施
設
整
備
・
修
繕
積
立
金
」８
，０
０

０
万
円
を
計
上
、
組
合
員
皆
さ
ま
へ
の
出
資

配
当
金
は
昨
年
同
様
の
３
％
と
し
２
，３
１

１
万
20
円
の
配
当
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま

だ
ま
だ
先
行
き
不
透
明
な
国
内
・
国
際
情

勢
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
残
り
の
剰
余

金
６
億
２
，４
１
６
万
１
，８
４
２
円
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
出
資
配
当
等
が
で
き
る

よ
う
次
期
繰
越
剰
余
金
と
し
て
備
え
る
こ

と
と
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
も
「
訪
問
活
動
を
基

本
に
、
組
合
員
・
利
用
者
と
絆
を
深
め
、
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
」
と
の
考
え

方
を
基
本
と
し
、「
Ｊ
Ａ
山
形
市
ま
る
ご
と

ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
信

頼
関
係
の
構
築
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
良

質
な
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
提
供
し
て

い
く
。
ま
た
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業

生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
実
現
に

向
け
た
自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の

た
め
に
」
の
協
同
組
合
の
使
命
を
実
践
し
、

必
要
と
さ
れ
続
け
る
Ｊ
Ａ
山
形
市
を
目
指

し
て
い
く
の
で
、
株
式
会
社
ジ
ャ
オ
共
々
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
逸
見
副
組
合
長
が
総
会
の
成
立

を
宣
言
し
、
議
長
の
選
任
を
議
場
に
諮
り
、

正
組
合
員
の
小
林
雄
輔
さ
ん
（
竹
寿
）
を
選

任
し
議
事
に
入
っ
た
。

　

伊
藤
信
用
事
業
専
任
常
勤
理
事
が
議
案

の
説
明
を
行
い
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号

議
案
並
び
に
附
帯
決
議
案
の
全
議
案
が

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
、
総
会
終
了
と

な
っ
た
。

　

総
会
後
の
第
４
回
理
事
会
に
お
い
て
、
伊

藤
理
人
信
用
事
業
専
任
常
勤
理
事
が
常
務

理
事
に
就
任
し
た
。

第 77 回  通 常 総 会／ ／ ／ ／ ／

■出席組合員数

令和 7 年

6 月 17 日（火）

■第77回通常総会提出議案
全て賛成多数により可決されました。

第１号議案　令和６年度事業報告及び剰余金処分案の

承認に関する件

［報告事項：貸借対照表、損益計算書、注

記表］

第２号議案　５ヵ年計画の設定に関する件

第３号議案　令和７年度事業計画の設定に関する件

第４号議案　令和７年度における理事及び監事の報酬

に関する件

附帯決議案　許可申請に際し、法令その他行政庁の指示

により字句その他の事項に修正加除を要

するときは理事会に一任する。

議　　　　案

大山バラ園より
作成いただいたバラの飾花

写真：代読

農林部 石岡純一

次長（兼）農政課長

・正組合員 ………… 合計 846 名

　実出席 ………………… 229 名 

　委任状出席 …………… 617 名

組合員からの質問に
回答する佐藤専務

議案の説明をする
伊藤理事

監査報告をする
高橋代表監事

小林雄輔議長
（竹寿）

来賓 JA 山形中央会
折原敬一会長より

祝辞

開会宣言をする
逸見副組合長

来賓 佐藤孝弘
山形市長より

祝辞

挨拶を述べる
大山組合長

写真：代読

秋葉定総括主幹

組合員席
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営農経済事業
●農業みらい基地創生プロジェクトにおける「山形セルリー」販売戦略

の更なる強化
●「良質米研究会」を主体とした高品質良食味米の生産維持と「ふるさ

と納税返礼品」を活用した販売強化
●「子ども食堂」「地域食堂」への定期的な米・野菜の提供
●米価安定へ向け、互助制度を活用し、JA 山形市全体で「生産の目安」

の達成
●「花き」・「野菜」の品質向上に向けた生産組織を支援
●異常気象や資材等の価格高騰に負けない農業経営継続維持へ向けた

総合的な支援

農業者経営支援事業
●少子高齢化等の時代に対応した「まるごとサポート」及び「遺言信託」

による相続相談体制の強化
●記帳代行業務の充実により税制改正等による担い手農家の経理業務

の負担軽減

信用事業
●「地域に根差した JA らしさ」について
・年金お届けサービス等のふれあい訪問
・遺言信託を利用した次世代への資産承継を支援
・職員研修等により、特殊詐欺等の被害防止対策への取り組みを継続し、

安全・安心な金融サービスを提供
・不動産センターの管理物件入居者への定期訪問の継続による地域利

用者の掘り起こし
●「組合員・利用者の拠り所となる店舗」を目指して
・訪問活動による相談業務を強化
・システム導入により新たな窓口体制を構築。
・「貯金はのうきょうへ」安心して利用できる協同組合金融を提案
●「組合員の安定的な所得確保」について
・農業所得向上や収益物件の長寿命化に必要な資金の融資
・広義の農業支援につながる行政とのタイアップや支援

共済事業
生命共済
●組合員・利用者のニーズや生活スタイルに合わせた保障を提案
●加入者へ保障内容の再説明と現在のライフステージに合わせた保障

の見直し
●介護・認知症・がん・生活障害等への備えに生存保障を提案
●次世代へ将来を見据えた年金共済・こども共済・医療共済を提案
●相続税対策（相続税の納付・軽減）を図る終身共済を提案

建物共済
●火災はもちろん、地震・風水害等の自然災害への備えに建物・家財

への建物更生共済、共栄火災保険を提案

自動車共済（交通事故）
●車両保障、弁護士費用保障特約や日常生活賠償責任特約の付保によ

る自動車共済の保障充実で安心を提案
●JA 共済連山形自動車損害調査サービスセンターとの協働による事故

対応の満足度向上

農業者賠償責任共済
●生産から出荷・販売後に想定される農業者に関する賠償リスクへの

備えとして、農業者賠償責任共済を提案
●農業従事者の農作業中の怪我や様々なアクシデントへの備えとして、

傷害共済を提案

不動産事業（宅地等供給事業）
●入居率向上に向けて「安心・安全な住まいの提供」
・不動産センターのホームページ刷新と不動産ポータルサイトの活用、

地域不動産業者との連携
・管理月極駐車場はＷeb 完結型「パークダイレクト」の導入により 24

時間契約及び空き待ち対応を可能にして稼働率アップを図る。駐車
場管理も『農協』へ

・Web 入居申込システム導入により、申込者および受付者の負担軽減
と将来の情報発信の礎となる取組み

●賃貸物件の長寿命化「持続可能な不動産経営」
・入居者ニーズの多様化に対応する提案と、既存収益物件の長寿命化

推進
・リノベーションツール「リノッタ」「プラスル」山形県唯一加盟の利を

活かした、建物診断とコンセプトリノベーションを提案
・受託賃貸管理物件の環境整備を強化することで、賃貸住宅入居者の

満足度を向上させるとともに、建物維持の保全を提案

●ブランディングの確立「不動産の地産地消」
・山形市のコミュニティビジョン・コミュニティサイクルなど、行政

とのタイアップにより有効な広告で認知度を向上させる
・JA やまがたと協力して市内の管理物件シェアの優位性を最大限発

揮する戦略を進める
●「エコリノベーション」を次の段階へ
・東北芸術工科大学との連携事業「エコリノベーションプロジェクト」

により竣工させた「エコアパートメント五日町」で培ったノウハウ・
繋がりを継続して将来へ紡ぐ収益物件のエコリノベーション提案

●資産活用・維持管理の期待に応える体制
・負託に応える人材育成（資格取得・スキルアップ）
・協同会社ジャオとの協業により、宅地分譲、テナント誘致の選択肢を

増やすことで組合員・利用者へメリッを提供

総務部
●自己改革への取り組み継続
●BCP（事業継続計画）の策定＋内部統制の確立
●わかばの会活動への支援と協力
●コンプライアンス研修会　
●働き方改革の見直し検討
●各種規程類の見直し整備
●個人情報保護体制強化のためのクラウド方式の導入
●持続可能な開発目標（SDGs）各項目への取り組みと支援
●階層別研修の実施
●新人研修「喜望塾」の実施
●セキュリティ強化も含めた IT 化への取組み
●御殿堰テラス
・入居率と入居者満足度向上に向けて「粋七エリア」に立つ住居環境と

利便性の魅力を発信
・健康寿命 100 年を見据えたイベントの開催
●キャッシュレス化を見据えて支店窓口営業時間の見直しを検討する
●北山形 BASE
　北山形支店は昭和 43 年の新築から今年で 57 年になり、建物の老朽

化による修繕費の増加、電子機器類の増設による付帯設備の対応が
困難になっていることから、現支店を解体して同一敷地内に新たな
店舗を建築する計画です。併せて近隣地域の活性化と賑わいを創出
するべく、テナントを併設する予定です。

【建築場所】　山形市北山形１丁目３－42
【建物の概略】
・鉄骨造２階建て
・床面積　１階：約 320 坪／２階：約 240 坪　
　　　　　延べ床面積　約 560 坪
・１階　　テナント（株式会社ジャオ所有）　
・２階　　JA 山形市北山形支店、会議室、書庫
　※１階が㈱ジャオ・２階が JA の区分所有とする

【概算取得費】　
　310,000 千円（附帯設備、構築物、備品等を含む）
　建物の取得時期、支払方法については概算取得費に沿って進めるも

のとし、その支払い時期・方法について理事会に一任をお願いする
ものです。

社会貢献活動
●食農教育のための教材提供
●「子ども食堂」「地域食堂」への定期的な米・野菜の提供
●青少年育成事業並びに芸術文化活動への協賛支援
●駅南アンダーの定期清掃　
●献血サポーター
●市民後見人登録の継続
●「やまがた絆の森」協定に伴う環境保全活動の継続
●山形市コミュニティサイクルの設置協力
・本店／北山形支店／下条支店／上町支店・ジャオ本社
●認知症サポーターの養成講座を役職員全員が受講済み

協同会社 ㈱ジャオ ＪＡＯ『SS 賑わい創出の為の事業展開』
●洗車事業の充実で利用者の満足度 UP
●コインランドリー「あわっ子」の新たなキャンぺーン等で利用者の拡大
●「JA でんき」の普及推進で組合員・賃貸住宅入居者の負担軽減
●万一の災害・火災に備え、消防法で定められた「消防設備等の点検・

報告」の普及推進
●「パーキング JA 山形市」キャッシュレス決済と 24 時間最大料金設定、

近隣ホテルへの提案で更なる利用拡大
●LINE 友だち登録者（7,256 名※２/19 現在）への積極的な各種情報発信

～訪問活動を基本に、組合員・利用者と〝絆〟を深め、多様化するニーズに対応する～

　令和７年度の基本的な考え方『JA 山形市のまるごとブランド化』は、昨年に続き総合事業として当組合事業全てをまるごとブランド化し
ていくというもの。また、サブタイトルとして『訪問活動を基本に、組合員・利用者と〝絆〟を深め、多様化するニーズに対応する』を掲げ、改
めて信頼関係を構築していく。

令和７年度の基本的な考え方

■第 77 回通常総会終了後の第４回理事会において、伊藤理人信用事業専任常勤理事が常務理事

に就任されました。
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第
21
回
J
A
山
形
市
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

異
例
の
猛
暑
の
中
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
！

　

６
月
20
日
（
金
）
当
農
協
・
㈱
ジ
ャ
オ
・
わ
か
ば
の
会
の
共
催
に
よ
り
、
宮
城
蔵

王
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
組
合
員
・
役
職
員
あ
わ
せ
て
25
名
の
参
加
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
６
月
で
は
異
例
の
暑
さ
の
中
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
終
了
後
に
今

回
は
下
条
支
店
で
行
わ
れ
た
反
省
会
で
は
、
各
入
賞
者
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
賞

品
が
大
山
組
合
長
よ
り
手
渡
さ
れ
、
お
互
い
の
プ
レ
ー
を
た
た
え
合
い
な
が
ら
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

次
回
、
秋
の
大
会

は
上
町
支
店
で
の
表

彰
式
＆
反
省
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。優　勝 長沢文雄さん（三日町）

準優勝 佐藤俊明さん（小白川支店）

ベスト
グロス 佐藤俊明さん（小白川支店・スコア79）

　

６
月
24
日
（
火
）
の
理
事
会
で
、
令
和
７

年
度
各
組
織
へ
の
活
動
助
成
金
が
決
定
さ

れ
、
７
月
３
日
（
木
）
に
本
店
に
て
大
山
組

合
長
よ
り
各
組
織
代
表
者
に
活
動
助
成
金

通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

各
組
織
へ

活
動
助
成
金

助
成
金
通
知
書
を
交
付

 

活
動
助
成
金
交
付
組
織

・
青
年
部

・
旧
市
地
区
認
定
農
業
者
の
会

・
大
型
農
機
研
究
会

・
野
菜
園
芸
専
門
委
員
会

・
花
き
園
芸
専
門
委
員
会

・
Ｊ
Ａ
山
形
市
良
質
米
研
究
会

大型農機利用研究会 会長　髙橋　茂雄さん（宮）

大山組合長の始球式優勝者の長沢文雄さんへ優勝カップの贈呈

42025.07
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６
月
27
日（
金
）山
形
国
際
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、花
卉
園
芸
専
門
委
員
会（
会
員
22
経

営
体
）の
中
間
検
討
会
が
出
荷
市
場
６
社

と
県
農
業
技
術
普
及
課
、Ｊ
Ａ
全
農
山
形
、

運
送
会
社
・
種
苗
企
業
な
ど
各
取
引
業
者

の
担
当
者
に
も
出
席
い
た
だ
き
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
間
検
討
会
で
は
今
年
の
１
月
か
ら
６

月
ま
で
の
上
期
の
販
売
情
勢
と
今
後
の
検

討
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
全
国
的
に
気
温
が
上
昇
傾
向
に

あ
り
、花
き
栽
培
に
お
い
て
も
生
育
に
影

響
が
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、当
委
員
会
は

大
き
な
影
響
を
受
け
ず
に
ほ
ぼ
例
年
通
り

の
品
質
を
保

つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
の

前
段
で
は
株

式
会
社
高
橋

種
苗
の
高
橋

浩
様
よ
り
土
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
の
切
花
は
通
年
を
通
し
て
種

類
が
豊
富
で
、品
質
も
良
く
市
場
・
関
係

各
所
に
大
変
好
評
で
す
。引
き
続
き
高
品

質
な
花
き
を
全
国
へ
お
届
け
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中間検討会では、花卉園芸専門
委員会が栽培している花のカタ
ログをWEBで閲覧できるチラ
シを作成し、参加企業・団体へ
PRしました。

花
卉
園
芸
専
門
委
員
会

中
間
検
討
会

上
期
実
績
の
確
認

【
出
席
者
】

・
山
形
県
村
山
総
合
支
庁

　
　

産
業
経
済
部
農
業
技
術
普
及
課

室
井　

智
陽 

氏

・
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
　

山
形
県
本
部　

園
芸
部
園
芸
販
売
課

佐
藤　

拓
夢 

氏

　６月 25 日（水）トルコギキョウ部会（早坂隆部長・

上町１）による圃場巡回が行われました。圃場巡回で

は、高品質な生産を目指して生育ステージに合わせた

これからの管理やオオタバコガやアザミウマなどの注

意すべき病害虫について確認しました。

　当農協のトルコギキョウは、

７月上旬から10 月下旬までと

出荷期間が長く、山形市場・

仙台市場・関東方面へ約 10

万本の出荷を見込んでいます。

　

６
月
19
日（
木
）、Ｊ
Ａ
山
形
市
良
質
米
研

究
会
の
雪
若
丸
研
究
会（
逸
見
孝
志
会
長
・

上
町
４
）に
よ
る「
雪
若
丸
」の
圃
場
巡
回
が

行
わ
れ
、県
農
業
技
術
普
及
課
よ
り
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、雪
若
丸
の
生
育
状
況

に
つ
い
て
圃
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

巡
回
で
は
草
丈
・
茎
数
・
葉
色
等
を
調

査
し
、今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
生
育
は
良
好

に
進
ん
で
お
り「
茎
数
を
確
保
し
た
圃
場
か

ら
中
干
に
入
る
よ
う
に
」と
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
研
究
会
に
よ
る
巡
回
は
、雪
若
丸
の

収
量
品
質
の
決
め
手
と
な
る
中
干
し
前
の

茎
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
の
判
断
を
行

う
た
め
に
、毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

当
農
協
の
令
和
７
年
産
雪
若
丸
生
産
者

は
、16
経
営
体
・
作
付
面
積
19
・
９
ha（
昨

年
は
16
経
営
体
・
作
付
面
積
17
・
１
ha
）と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

雪
若
丸
巡
回

美
味
し
い
雪
若
丸
を

届
け
る
た
め
に

参加者

・村山総合支庁農業技術普及課

　　布山　美恵 専門普及指導員

【令和7年度転作の実績】

転作目標面積：165.54ha

転作実施面積：165.91ha

（内、備蓄米の面積：33.98ha）

結果、0.36ha の超過達成となり

ました。

令和7年度転作

実施面積について
転作目標を達成

　前年に引き続き転作

確認カード提出による

転作確認を実施し、実

行組合長をはじめとす

る農業者の皆様のご

協力により転作の目標

面積を達成することが

できました。ご協力誠

にありがとうございま

した。

【
市　

場
】

・
株
式
会
社 

フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン

・
東
京
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ー
ト 

株
式
会
社

・
株
式
会
社 

東
日
本
板
橋
花
き

・
株
式
会
社 

埼
玉
園
芸
市
場

・
株
式
会
社 

仙
花

・
株
式
会
社 

山
形
生
花
地
方
卸
売
市
場

【
関
係
機
関
・
取
引
業
者
】

・
山
形
県
村
山
総
合
支
庁 

農
業
技
術
普
及
課

・
Ｊ
Ａ
全
農
山
形

・
日
本
植
物
運
輸 

株
式
会
社

・
石
橋
ハ
マ
プ
ラ
ス 

株
式
会
社

・
株
式
会
社 

上
町
の
タ
ネ

・
株
式
会
社 

高
橋
種
苗

・
株
式
会
社 

ミ
ナ
モ
ト
種
苗

●
出
席
し
た
企
業
・
団
体

トルコギキョウ圃場巡回
高品質な出荷を目指して
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1

セルリープロジェクト
進捗状況について

６月13日（金）

　共立社天童生協による収穫体験

６月19日（木）

　山形市立第六小学校　社会科見学

６月24日（火）

　JA全農福島、JA会津よつば視察

令和７年

　

６
月
19
日
（
木
）
、
山
形
市
立
第
六
小
学
校
の
３
年
生

67
名
が
社
会
科
学
習
の
一
環
で
当
農
協
の
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
に
来
訪
し
、
山
形
セ
ル
リ
ー
団
地
と

米
の
貯
蔵
庫
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

圃
場
で
は
生
産
者
の
松
井
弘
幸
さ
ん
が

セ
ル
リ
ー
の
収
穫
作
業
を
し
て
い
る
様
子

を
見
学
し
、
経
済
部
の
沼
澤
代
理
よ
り
山
形

セ
ル
リ
ー
の
育
て
方
や
歴
史
な
ど
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
児
童
よ
り
「
ハ
ウ
ス
１
棟

で
ど
の
く
ら
い
の
セ
ル
リ
ー
が
収
穫
で
き

ま
す
か
」「
農
作
業
で
大
変
な
と
こ
ろ
は
何

で
す
か
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
農
家
と
し
て
働
く
想
い
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。 山

形
市
立
第
六
小
学
校

山
形
セ
ル
リ
ー
団
地
見
学

農
業
で
は
た
ら
く
人
を
学
ぶ

2

　

７
月
１
日
（
火
）
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
野
菜
園

芸
専
門
委
員
会
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
（
廣
瀬
晋
之
介
部
長
・
准
組
・
久
保
田
）
に

よ
る
圃
場
巡
回
が
、
ト
キ
タ
種
苗
中
野
将
規
様
、
村
山
総
合
支
庁
農
業
技
術

普
及
課
、
梅
津
太
一
指
導
員
を
講
師
に
招
き

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

圃
場
巡
回
で
は
各
部
員
の
栽
培
ハ
ウ
ス

を
全
て
周
り
、
こ
れ
か
ら
来
る
夏
時
期
の
栽

培
管
理
に
つ
い
て
、
防
除
・
施
肥
・
温
度
管

理
等
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
県
内
へ
約
20
ｔ
の
出
荷
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
圃
場
巡
回

高
温
時
期
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
の
確
認

　

６
月
18
日
（
水
）
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
集
荷
場
に
お
い
て
、
４
月
下
旬
〜
５

月
上
旬
に
定
植
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
き
ゅ
う
り
の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
野
菜
園
芸
専
門
委
員
会
き
ゅ

う
り
部
（
長
谷
川
裕
一
部
長
・
横
宿
上
）

生
産
者
７
名
に
よ
る
き
ゅ
う
り
目
揃
え

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
り
が
良
い
お
い
し
い
露
地
き
ゅ
う

り
を
消
費
者
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
防
除

暦
・
出
荷
規
格
・
箱
詰
め
時
の
注
意
点

を
確
認
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
県
内
と

関
東
方
面
へ
20
ｔ
の
出
荷
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

き
ゅ
う
り
目
揃
え
会

香
り
の
良
い
露
地
き
ゅ
う
り
を
全
国
へ
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窓
口
用
封
筒
贈
呈
式

山
形
農
協
と
連
携
し
て
贈
呈

　

６
月
25
日
（
水
）
、
当
農
協
と
山
形
農
協
は
Ａ
４
判
の
広

告
入
り
窓
口
用
封
筒
３
１
，０
０
０
枚
を
山
形
市
へ
贈
呈

し
ま
し
た
。
令
和
元
年
の
８
月
に
、
農
業
振
興
を
通
じ
山

形
市
の
一
層
の
地
域
活
性
化
に
資
す
る
為
の
協
定
を
山
形

市
と
当
農
協
・
山
形
農
協
の
３
団
体
で
締
結
し
た
こ
と
を

機
に
共
同
で
贈
呈
し
、
今
年
で
５
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

窓
口
用
封
筒
の
広
告
は
、
当
農
協
の
山
形
セ
ル
リ
ー
や

山
形
農
協
の
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
が
栽
培
さ
れ
る
ハ
ウ
ス

団
地
を
総
称
し
た
「
お
い
し
い
サ
ラ
ダ
団
地
」
の
概
要
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
が
呼
び
か
け
る
「
国
消
国
産
」
の
笑
味
ち
ゃ
ん

マ
ー
ク
を
掲
載
し
、
農
業
と
食
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し

た
。
裏
面
は
両
農
協
合
わ
せ
て
５
，３
８
４
世
帯
の
賃
貸

住
宅
物
件
を
管
理
す
る
両
農
協
不
動
産
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ

を
載
せ
て
お
り
ま
す
。

　

佐
藤
市
長
は
「
毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ま
に
山
形
市
の
農
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
活
用
し
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

窓
口
用
封
筒
は
当
農
協
よ
り
平
成
19
年
か
ら
毎
年
贈
呈

し
て
お
り
、
山
形
農
協
と
共
同
で
贈
呈
し
た
分
も
含
め
て

累
計
５
７
０
，５
０
０
枚
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
（
月
）
、
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
の
御

殿
堰
テ
ラ
ス
で
防
火
訓
練
を
実
施
し
、
入
居
者
28
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
浅
野
防
災
山
形
株
式
会
社
様
よ
り
指
導
を
受

け
、
職
員
に
よ
る
通
報
訓
練
と
入
居
者
に
よ
る
避
難
訓
練
・

デ
モ
消
火
器
の
使
用
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
避
難
訓
練
は

４
階
か
ら
火
災
が
起
き
た
事
を
想
定
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
入

居
者
を
建
物
出
口
へ
誘
導
し
、
避
難
完
了
時
間
６
分
46
秒

と
前
回
よ
り
２
分
短
縮
し
訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

　

防
火
訓
練
を
通
し
て
絶
対
に
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

入
居
者
へ
呼
び
か
け
を
し
、
火
災
が
発
生
し
た
時
の
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
役
割
分
担
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
（
月
）
〜
18
日
（
水
）

に
か
け
て
、
当
農
協
親
睦
会
「
の

ん
き
な
殿
さ
ま
野
球
部
」
が
、

山
形
新
聞
主
催
の
企
業
間
野
球

大
会
「
第
60
回
山
形
実
業
人
野

球
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
職
員
か
ら
新
人
職

員
ま
で
が
一
致
団
結
し
て
プ

レ
ー
を
し
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
試
合
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

心
の
中
で
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
方
、
直
接
観
戦
に
来
て
く

だ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 御

殿
堰
テ
ラ
ス
　
防
火
訓
練

ス
タ
ッ
フ
の
役
割
分
担
確
認

第
60
回
山
形
実
業
人
野
球
大
会

の
ん
き
な
殿
さ
ま
野
球
部

第60回山形実業人野球大会

・６月２日（月）

　対　Thumbs Upさん　１－４

・６月18日（水）※敗者復活戦

　対　JAやまがたさん　２－18

避難完了後、夜警の植松さん㊧と入居者の

岩本さん㊨が代表で水消火器による消火訓練

を行いました。

６月２日（月）きらやかスタジアムにて

賃貸業務課　結城職員の投球

【贈呈式参加者】

・山形市役所１階市民課窓口・２階税務署証明窓口・霞城セントラル２階市民課証明コーナー
・千歳・金井・滝山・南沼原のコミュニティセンター

【設置場所】

・山形市

　佐藤　孝弘 市長

　山崎　真浩 市民生活部長

　杉本　　肇 市民生活部次長（兼）市民課長

・山形農業協同組合

　栗原　秀行 代表理事組合長

　大宮　幸輝 代表理事専務

　三沢　昌広 経営管理部長

・当農協

　大山　敏弘 組合長

　伊藤　理人 常務

　佐藤　　啓 金融部長
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コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会

マ
ネ
ロ
ン
や
不
祥
事
を
防
ぐ

　

７
月
５
日
（
土
）
、
全
役
職
員
を
対
象
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
（
法
令
等
遵
守
）
研
修
会
を
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
山
組
合
長
よ
り
「
職
員
一
人
一
人
が
不
祥
事
を
起
こ
さ

ぬ
よ
う
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
挨
拶
の
後
、
次
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
初
の
試
み
と
し
て
参
加
型
の
グ
ル
ー
プ
討
議

と
し
、
合
わ
せ
て
階
層
別
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
も
と
に
12
班
に
分
か
れ
、
米
大
リ
ー
グ
・
ド

ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
高
校
２
年
生
の
と
き
に
目
標

達
成
や
問
題
解
決
の
た
め
に
活
用
し
た
「
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー

ト
」
を
用
い
て
、
テ
ー
マ
を
達
成
す
る
た
め
の
８
つ
の
目
標
を

掲
げ
、
具
体
的
な
行
動
や
対
策
を
考
え
役
職
員
全
員
に
向
け

て
発
表
し
ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
は
Ｊ
Ａ
山
形
市
親
睦
会
主
催
で
意
思
疎
通
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。

グループワーク・発表の様子マンダラチャート

令
和
7
年
度
自
賠
責
・
自
動
車
共
済
代
理
店
会
議

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
し
更
な
る
協
力
体
制
を
強
固
な
も
の
に

　

６
月
24
日
（
火
）
、
本
店
に
お
い
て
、
自
賠
責
・
自
動
車
共

済
代
理
店
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
農
協
で
は
12
の
代
理
店
が
委
託
契
約
を
結
び
、
自
賠

責
お
よ
び
自
動
車
共
済
を
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
自

賠
責
は
当
農
協
実
績
の
６
１
・
５
％
が
代
理
店
契
約
と

な
っ
て
お
り
、
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

毎
年
コ
ン
プ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
中
心
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
、
今
回
は
６
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修

会
終
了
後
に
は
、
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
も
開
催
し
更
な

る
協
力
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

研修内容

①グループワーク・発表

　目標達成や問題解決のために何が必要
か？何が不足しているか？何をするべきか？

　プロセスを明確にするため、マンダラ作成
（目標達成シート）に取り組む

【テーマ】

・個人情報保護　　・正確な事務処理

・適切な在庫管理　・マネロン対策

・職員満足度向上　・アフターサービス

②不祥事未然防止ドラマ（動画研修）

・安全で安心な店舗づくりを！

　～金融機関防犯対策～

・当事者のその後

　～信頼へのメッセージⅥ～

　その後、伊藤理事より特殊詐欺被害未
然防止に関する対応について説明

一斉外務の開始から５０年

　当農協で毎月実施している「一斉外務」は今年の７月で５０年

目を迎えました。

　一斉外務は昭和50年７月に組合員のみなさまと農協との接触

を密にし、組合員の意見を農協に積み上げて「組合員とのきづ

なを太く、大きく育てる」ことを目的に開始されました。

　開始当初は６日と２６日の月２回、全

職員が訪問活動を行い、平成２年９月

より毎月第二土曜日の１回に、平成４

年９月より週休２日制度の導入により

毎13日に、新型コロナ禍を機に令和２

年４月～現在は行事予定など状況に

合わせて月１回行っております。

　当農協は、時代の変化に対応しな

がら組合員のみなさまへの訪問を継続

してまいりますので、今後ともどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

わかば第197号

平成４年８月８日号



カスタマーハラスメント

対応基本方針の策定について
便

【当農協のカスタマーハラスメントの定義】

　組合員・利用者の皆さまからのお申し出・言動のうち、役職員が従事する業務の性質その他の事情に照らして社会通念

上許容される範囲を超えたもの（社会通念に照らし、当該言動の内容が契約内容からして相当性を欠くもの、又は、手段・

態様が相当でないもの）により、役職員の就業環境が害されるもの

【対象となる行為の例】

※これらに限るものではありません

・当組合の提供する商品・サービスに瑕疵・過失のない商品 

交換の要求、金銭補償の要求、謝罪の要求

・当組合の提供する商品・サービスの内容とは関係のない要求

・身体的な攻撃（暴行、傷害）

・精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉棄損、侮辱、暴言）

・威圧的な言動

・土下座の要求

・継続的な（繰り返される）、執拗な（しつこい）言動

・拘束的な行動（不退去、居座り、監禁）

・差別的な言動

・性的な言動・セクシュアルハラスメント

・職員個人への攻撃、要求・プライバシーの侵害

■お問い合わせ  総務部  TEL：023－623－0526

　当農協は、経営理念の実現に向け、組合員・地域の皆さまを含め

た利用者からのご意見・ご指摘に真摯に対応し、信頼や期待に応

え、より高い満足を提供することを心がけています。

　そのためには、全役職員が心身ともに健やかに、いきいきと活躍

できる、安全・安心で働きやすい職場環境を確保することが重要と

考えています。

　昨今、社会通念上相当な範囲を超えた要求や言動については、カ

スタマーハラスメントとして社会問題化しており、当農協においても

役職員の人格や尊厳を傷つけるこれらの要求や言動があり、職場環

境の悪化を招く、ゆゆしき問題となっております。日ごろの取引や対

応において、組合員・利用者の皆さまに誠実に対応することを第一に

掲げておりますが、仮に社会通念の範囲を超えた要求や言動が組合

員・利用者の皆さまからあった場合には、毅然とした態度で組織的に対応します。

 今後も引き続き、組合員・利用者の皆さまと良好な関係を築いていけるよう努めてまいりますので、ご理解とご

協力のほどよろしくお願い申しあげます。

報 謹んでお悔やみ申し上げます。

◆ 小白川支店（小白川３）の長橋ナツ子さん（92歳）６月13日逝去されました。 喪主は一郎さん

㈱ジャオ 上町SS 洗車設備の改装工事について
９月26日まで休止します

便

  【洗車設備（ドライブスルー洗車機・スプレー洗車機）の改装工事】

■工事期間　７月14日（月）から９月26日（金）まで予定

■リニューアルOPEN　９月27日（土）予定

　　工事期間中は、安全確保の為、北側出入国のご利用は頂けませんのでよろしくお願いいたします。

ドライプスルー洗車機をご利用の際は、下条セルフステーションをご利用いただければ幸いです。

■ガソリン・軽油・灯油の営業は通常通りです

■お問い合わせ　株式会社　ジャオ　上町SS　TEL：023－644－5305

　平素は格別のご愛顧頂きまして、誠にありがとうございます。

　当店では、これまで以上にお客様にご満足いただける店づくりを目指し最新ドライブスルー洗車機導入及びスプレー洗車機の更

新、拭き上げスペースのリニューアルエ事を行います。改装工事期間中は、大変ご不便をおかけしますが、何卒ご理解のほどよろしくお

願いいたします。

９ 2025.07



情報コ－ナ－便

便 お知らせ

便 JA山形市　連絡先一覧表

■ 本　店　下記の担当部署へ直接電話をお願いします。

● 金融部 ・信用課…☎023－623－0513

　 　　　 ・共済課…☎023－623－0583

● 不動産部　不動産センター

 ・賃貸業務課（1F）　　☎023－631－1160（15：00まで）

 ・企画業務課（3F）　　☎023－623－0520（15：00まで）

● 総務部・総務課・リスク管理室

● 内部監査室                                     　
☎023－623－0526

■ 経済部（アグリセンター）

   ・経済課・農業者経営支援室 ：023－645－4849

■ 北山形支店：023－644－3206

■ 小白川支店：023－623－0446

■ 下条支店　：023－644－5285

■ 上町支店　：023－644－6611

■ 美畑支店　：023－632－3840

● 交通事故

　 自動車共済事故受付センター

　　0120－258931（24時間対応）

　 レッカー・ロードサービス

　　0120－063－931（24時間対応）

● 葬　　儀

　 やすらぎ山形ホール JA葬祭

　　0120－567－685（24時間対応） 山形市深町１丁目２-37

　 やすらぎ嶋ホール JA葬祭

　　0120－835－527（24時間対応） 山形市嶋北１丁目16-３

● キャッシュカード・通帳等の紛失や盗難

　 平 日／９：00～17：00

　 JA山形市　本・支店の口座開設店舗へ

　 夜間・土・日・祝日

　　0120－066－443（24時間対応）

　 JAバンク・キャッシュカード紛失共同受付センター

※本・支店および経済部の電話は夕方午後５時に留守番電話に切替わりますので、

電話は午前９時～午後５時までにお願いします。（不動産センターを除く）

各部署電話番号 時間外・緊急時の連絡先

期 別 納付期限種　　類

７
月
の
税
金

国民年金保険料・保育所保育料は毎月納期です。

固定資産税・都市計画税 ２期

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料 １期 

介護保険料（第１号被保険者） １期 7月31日

下水道受益者負担金 １期 

所得税の予定納税 １期 

最上川土地改良区賦課金 １期 7月15日

最上堰土地改良区賦課金 １期 7月31日

　各学校の PTA 諸会費の振替もご利用ください。

　山形二小・山形一中・三中・県内の各県立高校の授業料等の口座

振替も是非ご利用願います。

　税金・公共料金等の振替は、

JA 山形市の『おいしい口座振替』をご利用ください。

※市県民税について
　事業専従者給与を受給されている方の市県民税の特別徴収は６月

より開始され、特別徴収された税金は、原則として毎月納付をしなけ

ればなりませんが、納期の特例申請をすれば、年２回（6 月と

12 月）の納付が可能です。申請はいつでもできますので、詳し

くは各支店にお尋ね下さい。

※記帳について
　平成26年分申告より、農業、不動産および事業収入のある

全ての方に記帳義務が課せられました。記帳代行を希望する

方は、各支店またはアグリセンター農業者経営支援室までご

相談の上申し込み願います。

※派遣税理士制度の利用について、収支内訳書を

作成し提出されるみなさんへ

　ご自身で記帳された帳簿を元に収支内訳書を作成された

方で、確定申告所の作成を派遣税理士制度に依頼される場

合は各支店に申込をお願いします。

※担い手農業者の皆さんへ
　農業者年金の申し込みやご相談は各支店までお問い合わせ

願います。

※大型農業機械の格納整備及び保管をご利用の

皆さんへ    

　整備・保管・解約等は書面をいただいてからの申込となり

ます。

｝

☆山形交響楽団　

第 326 回定期演奏会

■８月２（土）・３日（日）

■山形テルサホール

２日（土）午後７時開演（午後６時15分開場）

３日（日）午後３時開演（午後２時15分開場）

指　　　　揮：沼尻　竜典

ヴァイオリン：堀米　ゆず子

【お問い合わせ】 山響チケットサービス

TEL：023（616）6607

（月～金（祝日を除く）10：00 ～ 17：00）

石丸幹二  オーケストラコンサート 2025

■８月９日（土） 午後３時開演（午後２時開場）

■山形県総合文化芸術館（やまぎん県民ホール）

出　演：石丸　幹二　　　ゲスト：笹本　玲奈

指　揮：円光寺雅彦　　　管弦楽：山形交響楽団

【お問い合わせ】やまぎん県民ホール

TEL：023－664－2204 （休館日を除く 10：00 ～ 19：00）

☆Ｊリ－グ・モンテディオ山形

ホ－ム試合日程（ND ソフトスタジアム山形）

■ ７月 16 日（水）　　キックオフ　　19：00

　　　　　　　対戦カ－ド 　ガンバ大阪（天皇杯）

■ ７月 27 日（日）　　キックオフ　　19：00

　　　　　　　対戦カ－ド 　スタッド・ランス

　　　　　　　（フランスチームとの親善試合）

■ ８月 10 日（日）　　キックオフ　　19：00

　　　　　　　対戦カ－ド 　水戸ホーリーホック（Jリーグ戦）

102025.07
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・承継を実践した農家のリアルな事例を学べる！

・講義とクロストークで承継のつまずきを解消！

・自身のケースへの反映で承継の進め方が明確に！

■お問い合わせ　総務部　TEL:023-623-0526

理事会だより便
　第３回理事会６月17日（火）

《協議事項》 １議題

第１号議案 第77回通常総会運営について

《主な報告事項》

●出資配当通知書の送付について

●出資配当金の振込等について

　第４回理事会６月17日（火）

《協議事項》 ２議題

第１号議案 常務理事の選任について

第２号議案 令和７年度役員報酬について

《主な報告事項》

なし

　第５回理事会６月24日（火）

《協議事項》 ８議題

第１号議案 各組織への活動助成金について

第２号議案 第三者委員会設置要領の改訂につ

いて

第３号議案 カスタマーハラスメント対策基本

方針の制定について

第４号議案 「北山形BASE」の建築に係る設計管理契約について

第５号議案 貸付金の利率の最高限度について

第６号議案 信用供与等の最高限度額について

第７号議案 労働組合からの要求について

第８号議案 貸付金について

《主な報告事項》

●第77回総会地区別出席状況について

●JA財務モニタリングの実施について

●令和７年度公認会計士　監査契約について

●各地区わかばの会ビアパーティー等日程について

●食料・農業・地域政策推進山形県要請集会

●山形市へ窓口用封筒贈呈について

●傷害共済推進について

●令和７年産米出荷契約数量並びに出荷契約金の支払いについて

●春の農機繁忙期対応件数について

●農業用廃プラスチック回収の実施について

●山形セルリ－プロジェクトについて

●JA山形市農業振興協議会令和７年度生産調整面積について

●７月５日（土）役職員コンプライアンス研修のため、不動産センターを

　臨時休業する件について

●個人情報保護・遺言信託代理業務・相続まるごとサポート内部監査

実施日程について
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● 発行人／佐藤安裕　●発行日／令和７年７月15日

●編    集／総務部 〒990-0038 山形市幸町18-20
 TEL：023-623-0526  

 ●来月の一斉外務訪問日は８月８日（金）となります。

☆家族構成

父………健史（たけし）さん

母………遥（はるか）さん

弟………颯眞（そうま）くん

祖父……勢一郎（せいいちろう）さん

祖母……俊子（としこ）さん

伯父……健裕（たけひろ）さん

伯母……幸恵（ゆきえ）さん

【７月表紙】

笹原 光眞くん（６歳）

北山形支店

勢一郎さん家族（実行組合：中部）

こうしんささはら

☆ひと言☆
　光眞くんは算数の勉強が得意で現在足し算の計算に取組んでいます。友達と遊ぶこと

が好きで、学校の休み時間や放課後はおにごっこやブランコなどの遊具で仲良く遊んでい

ます。７月下旬から夏休みなのでお祭りやプールをたのしみたいそうです。

　将来の夢はお店屋さんを開くことです。

表紙の裏話

「地産地消の店」「地産地消の店」

店　　名／続　おそばに　　　代　　表／熊谷　晃一 様

住　　所／〒990-0038 山形県山形市幸町５-20

電　　話／ TEL 023-633-3451

営業時間／昼11：30～13：30　　夜18：00～21：00
　　　　　※夜はご予約での来店をおすすめします

定 休 日／日曜・祝日

H　　P ／ https://www.osobani.com/

facebook ／ https://www.facebook.com/profile.php?id=100029907214744

コーナー

Check

　山形駅東口より南へ徒歩３分！JA山形市本店の真向かいにある蕎麦処です。

　「でわかおり」「最上早生」「来迎寺在来」などを使った蕎麦※にあわせ山形の地酒が

揃い、山形県産にこだわったお食事を提供しております。

　関東・関西を中心に全国各地をまわりデパートの催事でも蕎麦を提供しており、

山形の魅力発信に努めています。

　店頭では、満腹まちがいなしの「よくばりセット」をはじめ、夏は「だしそば」や「揚げ

なすおろしそば」がおすすめです！夜だけの「芋煮セット」もございますので宴会の際は

是非ご利用ください。

※提供する蕎麦の品種は入荷状況により異なります

一言メッセージ

●

●

パーキング
JA山形市

JA山形市
本店

山形
テルサ

●

●

山
形
駅

コンフォートホテル
山形

２種類のつゆを楽しめる
「よくばりセット」

２種類のつゆを楽しめる
「よくばりセット」

冷たい肉そば冷たい肉そば

JAバンク利用者満足度調査の実施について
農林中央金庫よりお知らせ

便

　農林中央金庫山形支店において、JAバンク利用者の満足度調査を実施いたします。本調査の目的は、組合員・利用者

からの期待・評価を調査し、戦略・施策見直しの契機とするために実施するものです。

　また、本調査の結果を活用し、総合事業全般におけるJAが取り組むべき課題などについて、JAと農林中央金庫で意見

交換を行うことを想定しております。

　JAバンクで一定の取引がある組合員・利用者の方をランダムに選出し、アンケートを送付させていただきますので回答

のご協力をお願い申し上げます。

■調査機関　８月下旬～９月中旬

■お問い合わせ　本店金融部　023－623－0513

122025.07
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